
　アジア地域の
　　　人獣共通
感染症について

は
じ
め
に

一鳥インフルエンザの場合－

陽久會田

　
家
畜
に
関
係
す
る
病
気
に
は
様
々
な
も
の

が
あ
り
、
そ
の
発
症
は
一
義
的
に
は
、
畜
産

業
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
豚
の
□
蹄
疫
、
鶏

の
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
等
、
家
畜
間
に
伝
染

す
る
病
気
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
一
方
、
人

お
よ
び
人
以
外
の
脊
椎
動
物
の
間
で
感
染
す

る
人
獣
共
通
感
染
症
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
家

畜
へ
の
被
害
ば
か
り
で
な
く
、
人
の
健
康
や

命
に
関
わ
る
場
合
も
あ
り
、
影
響
す
る
部
門

は
さ
ら
に
広
が
り
を
見
せ
る
。
人
獣
共
通
感

染
症
と
し
て
は
、
狂
犬
病
、
ブ
ル
セ
ラ
症
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
、
ペ
ス
ト
等
が
一
般
に

知
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
家
畜
か
ら
感
染
し

世
界
的
に
大
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
も
の

に
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
あ
る
。

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ア
ジ
ア
が
発
生
源

と
さ
れ
、
最
も
被
害
の
大
き
い
地
域
も
ア
ジ

ア
で
あ
る
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
家
き

ん
だ
け
で
な
く
、
渡
り
鳥
を
媒
介
と
し
て
も

感
染
す
る
た
め
、
多
く
の
国
に
ま
た
が
っ
て

発
生
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
特
に
最
近
で
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
発
生
も
た
び
た
び
報
告
さ

れ
て
い
る
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
鳥
か

ら
人
へ
の
感
染
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
ま

だ
、
人
か
ら
人
へ
の
感
染
は
認
知
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
毒
性
の
強
い
ウ
イ
ル
ス
の

存
在
と
、
人
の
身
近
に
い
る
鳥
か
ら
の
感
染

症
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
の
流
行
を
い
か
に

食
い
止
め
る
か
と
い
う
こ
と
は
各
国
に
お
い

て
重
要
問
題
で
あ
り
、
獣
医
学
、
医
学
の
双

方
に
ま
た
が
っ
て
い
る
懸
案
事
項
で
あ
る
。

　
産
業
へ
の
影
響
と
し
て
、
ま
ず
は
農
業
へ

の
被
害
が
あ
る
が
、
す
で
に
世
界
で
１
６
０

名
を
超
え
る
死
者
が
出
て
お
り
、
感
染
の
拡

大
は
す
ぐ
に
一
般
社
会
へ
と
波
及
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
広
範
な
関
心
を
呼
ん
で
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
初
期
の
被
１
　
発
生
国
で
あ
り
、

被
害
状
況
も
甚
大
で
あ
る
ア
セ
ア
ン
諸
国
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
と
、
世

界
屈
指
の
人
目
を
持
ち
、
農
業
、
畜
産
業
の

規
模
が
大
き
い
中
国
、
イ
ン
ド
に
つ
い
て
言

及
す
る
。

　
わ
が
国
の
対
応
を
見
る
と
、
国
内
の
発
生

に
対
し
て
は
、
移
動
の
禁
止
を
は
じ
め
迅
速

な
対
応
を
行
い
、
感
染
し
た
家
き
ん
の
速
や

か
な
処
分
を
実
行
し
て
い
る
。
茨
城
、
京
都

等
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
つ
い

て
は
、
こ
の
よ
う
な
対
応
に
よ
り
感
染
は
沈

静
化
し
た
が
、
2
0
0
7
年
に
入
っ
て
か
ら
、

宮
崎
、
岡
山
で
の
養
鶏
の
大
量
死
が
発
生
し
、

検
査
の
結
果
、
強
毒
性
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
の
認
定
が
な
さ
れ
対
応
に
追
わ
れ
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
は
加
熱
す
る
こ
と
に
よ
り
無
毒
化

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
鶏
肉
消
費
に
つ
い
て

は
、
一
時
的
に
影
響
が
あ
る
場
合
も
あ
ろ
う

が
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
減
退
す

る
と
い
う
こ
と
は
日
本
で
は
観
察
さ
れ
て
い

な
い
。
外
国
産
の
食
品
に
つ
い
て
は
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
国
の
も
の
は
、
危
険
が

あ
る
と
疑
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
輸
入
を
中

断
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
産
の
フ
ォ
ア
グ
ラ

や
韓
国
産
の
サ
ム
ゲ
タ
ン
等
の
輸
入
が
差
し

止
め
ら
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
昨
年

流
れ
て
い
る
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

に
つ
い
て
は
、
貿
易
ル
ー
ト
を
押
さ
え
る
だ

け
で
は
、
感
染
、
流
行
を
止
め
ら
れ
な
い
と

い
う
点
が
厄
介
で
あ
り
、
諸
外
国
の
状
況
の

把
握
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
国
際
化
の
進
む
中
で
、
各
国
の
対

応
や
、
農
業
を
中
心
と
す
る
産
業
へ
の
影
響

を
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

２

発
生
の
状
況

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
源
に
つ
い
て

は
現
時
点
で
は
ま
だ
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
同
様
に
中
国
南
部
が

発
生
源
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
み
な
し
て

い
る
。
ア
セ
ア
ン
地
域
に
お
い
て
は
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ

オ
ス
の
７
か
国
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
（
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
）
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
2
0
0
3
年
1
0
月
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
中
央
ジ
ャ
ワ
で
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
の

被
害
が
拡
大
し
た
と
の
報
道
が
あ
り
、
タ
イ

で
は
、
同
年
1
2
月
に
、
中
部
・
東
部
の
各
県

で
鳥
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
と
の
報
道
が
あ
っ

た
。
両
国
政
府
は
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
発
生
を
否
定

し
て
い
た
が
、
2
0
0
4
年
１
月
に
入
り
、

ベ
ト
ナ
ム
を
始
め
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
相
次
い
で

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
が
確
認
さ
れ
、
日
本
政
府
は
そ
の

直
後
に
、
タ
イ
産
家
き
ん
肉
な
ど
の
一
時
輸

入
停
止
措
置
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
生
き

た
家
き
ん
な
ど
の
一
時
輸
入
停
止
措
置
を
発

表
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
初
め
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
2
0
0
3
年
1
2
月
末

で
あ
り
、
そ
の
後
2
0
0
4
年
２
月
2
7
日
ま

で
の
約
２
ヶ
月
の
問
に
、
全
国
家
き
ん
総
数

の
１
６
・
７
９
％
に
あ
た
る
４
、
３
９
０
万

羽
（
う
ち
鶏
が
３
、
０
４
０
万
羽
）
が
汚
染

確
認
さ
れ
、
殺
処
分
さ
れ
た
。
な
お
人
へ
の

感
染
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
2
3
人
が
感
染
し

内
1
6
人
が
死
亡
し
た
。
２
月
2
7
日
以
降
、
Ｉ

ヶ
月
間
の
感
染
報
告
が
無
い
こ
と
か
ら
、
３

月
末
に
ベ
ト
ナ
ム
農
業
農
村
開
発
省
は
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
制
圧
し
た
と
の
声
明
を
出

し
た
が
、
翌
月
に
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

再
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
散
発
期
（
2
0
0
4
年
４
月
～

い
１
１
月
）
、
第
２
波
（
2
0
0
4
年
1
2
月
～
2
0

0
5
年
５
月
）
、
小
康
期
（
2
0
0
5
年
６
月

～
９
月
）
、
第
３
波
（
2
0
0
5
年
1
0
～
1
2
月
）
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と
続
き
、
そ
の
後
の
非
公
認
再
発
期
（
2
0

0
6
年
１
月
～
１
９
一
月
）
へ
と
至
っ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
「
最
後
の
発
生
」
の
翌
月

（
2
0
0
6
年
１
月
）
に
２
度
目
の
制
圧
宣

言
を
出
し
て
い
る
が
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
報
告
で
は
、

そ
の
後
も
2
0
0
5
年
1
2
月
1
7
日
の
カ
オ
バ

ン
省
で
の
発
生
を
は
じ
め
、
2
0
0
6
年
８

月
３
日
・
2
6
日
、
1
2
月
1
0
日
に
も
発
生
が
あ

っ
た
と
し
て
お
り
、
2
0
0
6
年
1
2
月
1
9
日

付
け
「
情
勢
報
告
」
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
再
発
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　
中
国
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に

つ
い
て
は
、
概
ね
以
下
の
よ
う
に
発
表
さ
れ

て
い
る
。

　
2
0
0
3
年
に
は
、
中
国
の
周
辺
国
（
韓

国
）
で
Ｈ
５
Ｎ
Ｉ
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
生
が
見
ら
れ
、
2
0
0
4
年
に
は
、
中
国

国
内
の
1
6
省
に
お
い
て
5
0
件
の
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
。
2
0
0
5
年
に
は
、

同
じ
く
Ｂ
省
に
お
い
て
3
2
作
の
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生
（
う
ち
１
件
の
青
海
省
は
渡

り
鳥
）
し
、
さ
ら
に
2
0
0
6
年
に
も
、
同

じ
く
７
省
に
お
い
て
1
0
件
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
（
う
ち
２
件
青
海
省
と
チ
ベ
ッ

ト
自
治
区
は
渡
り
鳥
）
し
た
と
し
て
い
る
。

中
国
は
、
発
生
源
は
自
国
で
は
な
い
と
い
う

立
場
を
と
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
で
の
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
発
生
は
狭
い
地

域
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
2
0
0
6
年
４
月

ま
で
に
５
回
の
発
生
を
数
え
て
終
結
し
た
。

被
害
は
、
公
的
な
記
録
に
よ
る
も
の
だ
け
で

も
鶏
の
殺
処
分
が
１
０
０
万
羽
以
上
、
鶏
卵

の
処
分
が
約
１
５
０
万
個
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
政
府
は
2
0
0
6
年
８
月
一
１
１
一
日
に
正

式
な
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
終
結
宣
言
を
出
し
、
そ
の
後
、

2
0
0
6
年
1
2
月
ま
で
再
発
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

３
　
経
済
的
影
響

　
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
各
国
へ
の
影
響
は
次
の
通
り

で
あ
る
（
第
１
表
）
。
ア
セ
ア
ン
の
３
か
国
に

つ
い
て
、
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
養
鶏
業
等
へ
の
影
響

　
（
生
産
面
、
消
費
面
、

あ
っ
た
ろ
う
か
。

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
発
生

時
に
は
、
タ
イ
が
、

特
に
生
産
面
、
貿

易
面
で
大
き
な
影

響
を
受
け
た
。
生

産
面
へ
の
影
響
を

鶏
肉
お
よ
び
鶏
卵

の
生
産
量
で
み
る

と
、
同
国
の
2
0

0
4
年
の
鶏
肉
の

生
産
量
は
、
前
年

の
１
２
３
万
ト
ン

か
ら
8
8
万
ト
ン
ヘ

３
割
近
く
減
少
し

て
い
る
。
ま
た
、

鶏
卵
の
生
産
量
も

同
様
に
5
5
万
ト
ン

か
ら
3
9
万
ト
ン
ヘ

３
割
近
く
減
少
し

て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
同
国
の

2
0
0
4
年
の
鶏

の
飼
養
羽
数
に
つ

貿
易
面
）
は
ど
う
で

鶏卵生産量の推移

　　　　単位：百万羽、万トン

アセアン3力国第1表

飼養羽数 鶏肉生産量 鶏卵生産量

2003年 2004年 2005年 2003年 2004年 2005年 2003年 2004年

タ　　　イ 240 250 260 123 88 95 55 39

インドネシア 1,200 1,150 1,250 126 134 125 79 86

ベトナム 180 160 195 37 32 30 24 20

資料：FAO ＡＴＡＴにより作成

い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
発
生
に
よ
り
３
、
３

０
０
万
羽
も
の
大
量
の
殺
処
分
が
行
わ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
の
２
億
４
千
万
羽

か
ら
２
億
５
千
万
羽
へ
と
４
％
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
タ
イ
国
政
府
の
採
っ
た
「
手

厚
い
」
対
策
と
養
鶏
業
の
特
徴
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
流
行
の
第
１

波
時
の
３
千
万
羽
に
対
す
る
補
償
割
合
は

１
０
０
％
で
あ
り
、
第
２
波
時
の
３
百
万
羽

に
対
し
て
も
7
5
％
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
の
補
償
水
準
に
比
べ
高
い
実
績
を
示
し

た
。
鶏
を
殺
処
分
し
た
後
に
、
補
償
金
に
よ

り
新
し
い
ひ
な
を
導
入
し
、
生
産
を
再
開
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
養
鶏
業
は
、

他
の
畜
産
業
と
比
べ
生
産
期
間
が
短
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
、
殺
処
分
後
、
２
か
月
ま
た

は
半
年
後
に
は
、
従
来
の
飼
育
羽
数
ま
で
回

復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
な
お
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
生

産
動
向
で
あ
る
が
、
鶏
の
飼
養
羽
数
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
2
0
0
3
年
か
ら

2
0
0
4
年
に
か
け
て
1
2
億
羽
か
ら
1
1
1
1
一
億
５

千
万
羽
に
減
少
さ
せ
、
ベ
ト
ナ
ム
も
１
億
８

千
万
羽
か
ら
１
億
６
千
万
羽
へ
と
減
少
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
、
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
鶏
肉
、
鶏
卵
と
も
に
2
0
0

3
年
か
ら
2
0
0
4
年
に
か
け
て
増
加
さ
せ

る
一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
鶏
肉
が
3
7
万
ト

ン
か
ら
3
2
万
ト
ン
ヘ
、
鶏
卵
が
2
4
万
ト
ン
か

ら
2
0
万
ト
ン
ヘ
、
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。

　
次
に
、
貿
易
へ
の
影
響
で
あ
る
が
、
タ
イ

の
鶏
肉
輸
出
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
3
年
ま

で
は
、
生
鮮
・
冷
凍
鶏
肉
、
鶏
肉
加
工
品
と

も
に
順
調
に
伸
び
て
い
た
が
、
2
0
0
4
年

に
は
日
本
を
始
め
と
す
る
主
要
輸
出
先
が
生

鮮
・
冷
凍
鶏
肉
の
輸
入
停
止
措
置
を
と
っ
た

こ
と
か
ら
、
生
鮮
・
冷
凍
鶏
肉
の
輸
出
量
が

2
0
0
3
年
か
ら
2
0
0
4
年
に
か
け
て
3
4

万
ト
ン
か
ら
２
万
７
千
ト
ン
ま
で
3
0
万
ト
ン

以
上
も
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
落
込
み
へ
の
対

応
策
と
し
て
、
鶏
肉
加
工
品
の
輸
出
量
を
同

期
間
に
1
6
万
ト
ン
か
ら
2
0
万
ト
ン
に
増
加
さ

せ
て
い
る
。
な
お
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ベ
ト

ナ
ム
は
、
鶏
肉
を
ほ
と
ん
ど
輸
出
し
て
お
ら

ず
、
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｉ
の
影
響
は
出
て
い
な
い
。
ま

と
め
る
と
、
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
３
か
国
へ
の
影
響

は
、
鶏
肉
・
鶏
肉
加
工
品
の
輸
出
国
で
あ
る

タ
イ
で
非
常
に
大
き
く
、
他
の
２
か
国
に
お

け
る
生
産
へ
の
影
響
は
必
ず
し
も
大
き
い
と

は
言
え
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
が
鶏
肉
生
産
量
、
鶏
卵

生
産
量
と
も
に
増
加
さ
せ

る
一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、

こ
れ
ら
の
生
産
量
が
や
や

減
少
傾
向
を
示
し
た
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　
中
国
に
お
け
る
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
影
響

と
し
て
、
ま
ず
家
き
ん
肉

お
よ
び
家
き
ん
卵
の
消
費

の
減
退
が
考
え
ら
れ
る
。

都
市
住
民
１
人
当
た
り
で

見
る
と
、
2
0
0
4
年
の

家
き
ん
肉
の
消
費
量
は

2
0
0
3
年
の
９
・
２
キ

ロ
か
ら
６
・
４
キ
ロ
ヘ
と

3
1
％
も
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
。
そ
の
後
2
0
0
5

(kg……1人)中国の家きん肉消費量の変化第２表

2000年12001年 2002年 2003年 2004年 2005年

都市住民 ５･（５３ 9.2 9.2 6.4 9.0

農村住民 2.8 1 29 2.9 3.2 3.1 3.7

資料：参考文献第３章から引用
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年
に
は
９
・
Ｏ
キ
ロ
に
回
復
し
て
い
る
こ
と

か
ら
見
て
、
2
0
0
4
年
の
都
市
住
民
１
人
当

た
り
の
家
き
ん
肉
の
消
費
量
の
大
幅
な
減
少

は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
の
影
響
が
作
用

し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
ま
た
農
村
住
民
１
人
当
た
り
の
家
き
ん
肉

の
消
費
量
の
動
向
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ま
で

続
い
た
増
加
傾
向
に
対
し
、
2
0
0
4
年
の

み
３
％
と
小
幅
で
は
あ
る
が
減
少
に
転
じ
て

い
る
の
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
と

考
え
ら
れ
る
。
都
市
と
農
村
の
人
目
分
布
に

よ
り
加
重
平
均
を
行
っ
た
全
体
の
平
均
値
で

も
、
中
国
の
Ｉ
人
当
た
り
家
き
ん
肉
の
消
費

量
は
傾
向
的
に
増
加
し
て
い
た
が
、
2
0
0

3
年
に
６
・
８
キ
ロ
で
あ
っ
た
１
人
当
た
り

家
き
ん
肉
消
費
量
は
2
0
0
4
年
に
は
５
・

Ｏ
キ
ロ
と
2
6
％
減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
消
費
量
が
減

少
に
転
じ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
（
第
２
表
）
。

　
ま
た
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
家
き
ん
類

輸
出
入
に
お
け
る
影
響
で
あ
る
が
、
2
0
0

3
年
の
中
国
の
畜
産
物
輸
出
額
は
2
7
億
９
０

０
万
ド
ル
で
、
こ
の
う
ち
家
き
ん
類
の
輸
出

額
は
８
億
５
、
２
０
０
万
ド
ル
で
3
1
・
５
％

を
占
め
て
い
た
が
、
2
0
0
4
年
に
は
畜
産

物
輸
出
額
は
3
1
億
９
、
０
０
０
万
ド
ル
と
前

年
比
で
1
8
％
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

家
き
ん
類
の
輸
出
額
は
６
億
５
、
１
０
０
万

ド
ル
と
前
年
比
で
約
３
／
４
に
減
少
し
て
お

り
、
家
き
ん
類
が
畜
産
物
輸
出
額
に
占
め
る

割
合
も
、
2
0
0
3
年
の
肌
・
５
％
か
ら

2
0
0
4
年
は
2
0
・
４
％
に
低
下
し
て
い
る
。

輸
入
額
に
つ
い
て
も
、
2
0
0
3
年
の
中
国

の
畜
産
物
輸
入
額
は
3
3
億
５
、
７
０
０
万
ド

第3表中国の畜産物輸出入額の動向
％）：億ドル、(単位

年 2000 2001 2002 2003 2004 2005 05/00 05/04

輸出総額 25.90 26.69 25.70 27.09 31.90 36.04 139.2 113.0

うち

　家禽類
9.86 10.64 9.48 8.52 6.51 9.15 92.8 140.6

同割合 38.1 39.9 36.9 31.5 20.4 25.4

輸入総額 26.57 27.86 28.85 33.57 40.29 42.27 159.1 104.9

うち

　家禽類
4.92 4.53 4.39 4.78 1.67 3.55 72.2 212.6

同割合 18.5 16.3 15.2 14.2 4.1 8.4

参考文献第３章から引用。資料･

ル
で
、
こ
の
う
ち
家
き
ん
類
の
輸
入
額
は
４

億
７
、
８
０
０
万
ド
ル
で
1
4
・
２
％
を
占
め

て
い
た
が
、
2
0
0
4
年
に
は
畜
産
物
輸
入

額
は
4
0
億
２
、
９
０
０
万
ド
ル
と
前
年
比
で

2
0
％
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
2
0
0
4

年
の
家
き
ん
類
の
輸
入
額
は
１
億
６
、
７
０

０
万
ド
ル
と
前
年
比
で
約
１
／
３
に
減
少
し

て
お
り
、
ま
た
、
家
き
ん
類
が
畜
産
物
輸
入

額
に
占
め
る
割
合
も
、
2
0
0
3
年
の
1
4
・

２
％
か
ら
2
0
0
4
年
は
４
・
１
％
に
低
下

し
て
い
る
（
第
３
表
）
。

　
ま
た
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
よ

り
家
き
ん
類
関
連
の
消
費
が
冷
え
込
む
中
で
、

農
家
の
家
き
ん
類
へ
の
飼
養
意
欲
も
低
下
し
、

飼
養
羽
数
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
が
、
実
際

の
年
末
飼
養
羽
数
の
変
化
を
見
る
と
、
2
0

0
4
年
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た

省
に
お
け
る
家
き
ん
年
末
飼
養
羽
数
は
必
ず

し
も
減
少
し
て
い
な
い
。
2
0
0
4
年
に
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
家
き
ん
の
年

末
飼
養
羽
数
が
減
少
し
て
い
る
省
は
、
2
0

0
3
年
に
も
対
前
年
比
で
家
き
ん
年
末
飼
養

羽
数
が
減
少
し
て
い
る
省
が
多
く
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
よ
る
影
響
と
い
う
よ
り

は
、
傾
向
的
変
化
と
し
て
捉
え
た
方
が
妥
当

な
よ
う
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
で
の
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
発
生
に
よ
る
養
鶏

業
あ
る
い
は
農
業
の
推
定
損
失
額
は
、
発
表

す
る
媒
体
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
あ

る
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
３
月
1
6

日
ま
で
の
養
鶏
業
全
体
の
損
失
額
は
４
０
０

～
５
０
０
億
ル
ピ
ー
（
注
・
：
Ｉ
ル
ピ
ー
＝
２
・

8
2
円
2
0
0
6
年
３
月
末
日
時
点
）
に
の
ぼ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
卵
価
調
整

委
員
会
（
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｅ
ｇ
ｇ
　
　
Ｃ
～
乱
Ｆ
匹
～

9
m
m
i
ｔ
ｔ
ｅ
ｅ
｡
　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）
の
発
表
に
よ
る
と
、

第
１
波
か
ら
こ
の
時
点
ま
で
で
８
０
０
億
ル

ピ
ー
の
損
失
が
生
じ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
４
月
1
3
日
の
ロ
イ
タ
ー
の
記
事
に

よ
れ
ば
、
養
鶏
業
界
に
お
け
る
こ
の
２
ヶ
月

の
損
失
額
が
2
2
億
ド
ル
（
１
、
０
３
２
億
ル

ピ
ー
、
た
だ
し
Ｉ
ド
ル
4
7
ル
ピ
ー
と
し
て
計

算
）
に
達
し
た
と
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
に

よ
る
農
業
の
損
失
額
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド

農
務
省
の
パ
ワ
ー
大
臣
が
、
３
月
中
旬
の
時

点
で
１
日
2
0
億
ル
ピ
ー
の
損
失
を
被
っ
た
と

し
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
の
農
産
物
貿
易
で
は
、
家
き
ん
生

産
物
の
輸
出
は
ほ
と
ん
ど
食
用
卵
と
卵
粉
に

限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鶏
肉
、
鶏
卵
、

飼
料
の
輸
入
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

輸
出
業
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
で
の

Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
発
生
を
受
け
て
、
従
来
の
貿
易
相

手
国
は
イ
ン
ド
か
ら
の
鶏
生
産
品
の
禁
輸
措

置
を
採
用
し
た
。
日
本
も
2
0
0
6
年
２
月

2
1
日
付
け
で
家
き
ん
お
よ
び
家
き
ん
肉
等
の

輸
入
を
一
時
停
止
し
、
2
0
0
6
年
1
2
月
時

点
で
も
そ
の
措
置
を
解
除
し
て
い
な
い
。

　
各
国
の
禁
輸
措
置
が
イ
ン
ド
の
家
き
ん
輸

出
業
に
与
え
た
影
響
に
関
し
て
、
鶏
卵
の
輸

出
に
限
っ
て
も
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
発
生
以
朱
5
0
億
ル

ピ
ー
（
約
１
億
ド
ル
）
の
損
失
に
達
し
た
と

推
計
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
農

産
加
工
食
品
輸
出
開
発
機
構
（
Ａ
ｇ
ｒ
i
c
ｕ
l
　
E
ｒ
ａ
ｌ

ａ
ｎ
ｄ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｄ
　
Ｆ
ｏ
乱
Ｐ
ｒ
乱
ｕ
ｃ
ｔ
ｓ
　
ｂ
ｘ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

Ｔ
）
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ａ
ｕ
ｔ
ｈ
ｏ
ｒ
i
ｔ
ｙ
｡
　
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｄ
七
　
の

輸
出
統
計
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
家
き
ん
生

産
品
の
輸
出
額
は
2
0
0
4
年
度
で
約
1
5
億

ル
ピ
ー
で
あ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
統
計
で
も
鳥
類

の
卵
は
2
0
0
4
年
に
約
2
6
億
ル
ピ
ー
の
輸

出
し
か
な
い
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
ｏ
巴
Ｆ
こ
）
の
で
、

こ
の
推
計
損
失
額
の
根
拠
に
は
疑
問
が
残
る
。

　
し
か
し
、
輸
出
の
拡
大
を
狙
っ
て
い
た
家

き
ん
輸
出
業
界
に
と
っ
て
、
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
に
よ

る
各
国
の
禁
輸
措
置
が
か
な
り
の
痛
手
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
2
0
0
6
年
８

月
1
1
1
1
日
の
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
終
結
宣
言
を
受
け
て
、

輸
出
業
界
は
巻
き
返
し
を
図
っ
て
お
り
、
各

国
が
禁
輸
措
置
を
解
除
し
た
後
ど
の
程
度
、

輸
入
を
行
う
か
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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観
光
産
業
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
航
空
会

社
等
で
の
鶏
・
卵
料
理
の
提
供
を
停
止
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ホ
テ
ル
業

界
で
は
鶏
料
理
の
需
要
が
急
激
に
落
ち
込
ん

で
い
る
。
ま
た
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
第

１
波
発
生
直
後
は
ナ
ヅ
ア
プ
ー
ル
郡
で
厳
し

い
旅
行
制
限
が
課
さ
れ
、
地
域
内
に
バ
ス
も

電
車
も
止
ま
ら
な
い
と
い
う
事
態
も
発
生
し

て
お
り
、
地
域
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
し

て
い
る
。

　
鶏
肉
、
鶏
卵
価
格
お
よ
び
販
売
量
の
変
化

に
つ
い
て
は
、
鶏
卵
、
鶏
肉
の
売
り
上
げ
の

減
少
、
小
売
市
場
で
の
鶏
価
格
の
下
落
が
観

察
さ
れ
て
い
る
。
公
的
買
い
取
り
価
格
に
対

し
、
卸
売
市
場
で
の
鶏
卵
価
格
の
下
落
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
鶏
卵
、
鶏
肉
価
格
は
、
下
落

後
に
反
転
し
て
上
昇
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。

４

政
府
等
の
対
応
策

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
農
業
、
畜
産
業

に
お
よ
ぼ
す
被
害
も
甚
大
で
あ
る
が
、
人
に

感
染
す
る
と
生
命
に
関
わ
る
危
険
性
を
持
つ

た
め
各
国
に
お
い
て
入
念
な
対
策
が
実
行
さ

れ
て
い
る
。

　
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
タ
イ
で
の
各
種
対
策
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
早
期
発
見
、
速
や
か
な
制
圧
、
効
果
的

な
予
防
」
の
３
つ
を
基
本
方
針
と
し
た
対

策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
「
早
期
発
見
」
に
関

す
る
措
置
と
し
て
は
、
全
国
農
村
を
対
象
と

し
た
監
視
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
に
と
も
な
い
疑
わ
し
い
事
例
が
見
つ
か
る

と
、
即
時
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
制
圧
対
策
が
実
施
さ

れ
緊
急
対
応
的
な
基
金
か
ら
補
償
金
が
支
払

わ
れ
る
。
「
速
や
か
な
制
圧
」
に
関
す
る
措

置
は
、
発
生
へ
の
対
応
と
移
動
管
理
に
分
け

ら
れ
る
。
発
生
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、

当
初
は
発
生
場
所
付
近
の
鳥
は
す
べ
て
殺
処

分
、
後
に
は
、
疑
わ
し
い
農
場
と
村
の
鳥
の

み
を
検
査
結
果
を
待
た
ず
に
直
ち
に
殺
処
分

す
る
こ
と
で
あ
る
。
移
動
管
理
は
、
地
域
制

と
区
分
化
の
２
つ
の
考
え
方
か
ら
な
る
。
地

域
制
に
つ
い
て
は
、
国
を
５
つ
の
地
域
に
分

け
、
地
域
間
の
移
動
に
つ
い
て
、
地
域
ご
と

の
危
険
度
に
よ
り
扱
い
に
差
を
付
け
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
区
分
化
は
、
企
業
養
鶏
場

へ
の
す
べ
て
の
有
害
生
物
の
侵
入
防
止
を
図

り
、
生
鮮
鶏
肉
の
輸
出
再
開
を
目
的
と
し
て

い
る
。
「
効
果
的
な
予
防
」
は
、
感
染
が
確

認
さ
れ
た
鶏
舎
は
、
印
日
間
は
使
用
を
許
さ

な
い
。
ま
た
、
過
去
に
感
染
が
確
認
さ
れ
た

地
域
に
つ
い
て
は
年
間
４
回
の
「
洗
浄
と
消

毒
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
る
。

　
被
害
生
産
者
な
ど
に
対
す
る
補
償
制
度
は
、

生
産
者
を
対
象
と
し
た
農
業
協
同
組
合
省
の

対
策
と
家
き
ん
類
処
理
場
お
よ
び
関
連
業
者

な
ど
を
対
象
と
し
た
産
業
省
の
対
策
に
大
別

さ
れ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
に
比

較
し
て
、
非
常
に
手
厚
い
措
置
が
と
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
金
融
機
関
に
よ
る
家
き
ん
飼

養
農
家
へ
の
各
種
融
資
措
置
が
提
供
さ
れ
て

い
る
。

　
タ
イ
で
、
殺
処
分
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い

る
理
由
は
、
鶏
飼
養
農
家
の
規
模
が
大
き
く
、

鶏
肉
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
以
後
の
輸

出
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
配
慮
が

窺
え
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
対
策
地
域
を
清
浄

地
域
、
危
険
地
域
（
発
生
確
認
は
な
さ
れ
て

い
な
い
が
、
発
生
地
域
と
隣
接
し
た
地
域
）
、

汚
染
地
域
（
病
理
検
査
で
ウ
イ
ル
ス
の
存
在

が
確
認
さ
れ
た
患
畜
が
飼
養
さ
れ
て
い
た
地

域
）
に
分
け
、
短
期
的
に
は
清
浄
地
域
を
清

浄
状
態
に
保
つ
こ
と
、
汚
染
地
域
に
お
い
て

は
疾
病
制
御
を
行
う
こ
と
と
し
、
長
期
的
に

は
段
階
的
に
全
国
の
清
浄
化
を
達
成
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
対
策
は
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｉ
の
制
御
・
制
圧
を

図
る
た
め
の
技
術
的
指
針
で
あ
り
、
そ
の
適

用
範
囲
は
防
疫
対
策
全
般
で
、
内
容
は
家
畜

お
よ
び
家
き
ん
の
移
動
制
限
、
検
疫
・
隔
離

方
法
、
感
染
家
き
ん
に
対
す
る
選
択
的
と
う

汰
お
よ
び
死
体
の
処
分
方
法
、
ワ
ク
チ
ン
の

使
用
方
針
、
調
査
お
よ
び
監
視
方
法
、
被
害

を
受
け
た
生
産
者
が
経
営
再
開
す
る
に
際
し

て
の
基
準
、
国
民
に
対
し
て
の
周
知
な
ど
に

わ
た
っ
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
使
用
に
つ
い
て
は
、
汚
染
地
域

内
で
の
み
使
用
で
き
、
ワ
ク
チ
ン
は
健
康
な

鶏
群
に
個
別
接
種
す
る
こ
と
と
し
、
接
種
範

囲
は
原
則
と
し
て
、
汚
染
地
域
の
総
て
の
家

き
ん
類
で
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

政
府
の
対
応
は
、
対
象
を
小
規
模
な
庭
先
養

鶏
業
者
や
商
業
的
生
産
者
の
う
ち
バ
イ
オ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
水
準
の
低
い
業
者
に
限
定
し

て
お
り
、
大
規
模
養
鶏
業
者
は
、
生
産
者
の

負
担
で
生
産
者
自
ら
が
行
う
仕
組
み
を
と
っ

て
い
る
。

　
移
動
制
限
で
は
、
汚
染
地
域
の
総
て
の
家

き
ん
肉
、
卵
、
副
産
物
は
、
移
動
制
限
を
受

け
る
。

　
調
査
お
よ
び
監
視
と
し
て
は
、
疾
病
発
生

源
の
特
定
と
発
生
後
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、

家
き
ん
お
よ
び
家
き
ん
肉
製
品
お
よ
び
そ
の

他
総
て
の
ま
ん
延
を
拡
大
す
る
可
能
性
の
あ

る
も
の
に
つ
い
て
ボ
ゴ
ー
ル
家
畜
疾
病
監
視

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
地
方
家
畜
疾
病
監
視
セ

ン
タ
ー
（
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
Ｒ
）
を
中
心
と
し
た
関

係
各
機
関
が
共
同
で
調
査
・
監
視
す
る
。

　
国
民
へ
の
周
知
は
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
・
そ
の
他
出
版
物
な
ど
を
用
い
て

正
し
い
知
識
の
普
及
に
努
め
社
会
的
混
乱
を

防
止
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
被
害
生
産
者
な
ど
に
対
す
る
補
償
制
度
は
、

農
家
か
ら
の
届
け
出
を
受
け
て
現
金
に
よ
る

直
接
補
償
を
行
う
。
な
お
、
補
償
内
容
は
、

2
0
0
4
年
か
ら
2
0
0
6
年
ま
で
の
問
、

逐
次
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
農
業
省
は
、
実
施
さ
れ
て
い
る
低
い
補
償

水
準
で
は
、
事
実
上
適
切
な
淘
汰
に
よ
る
疾

病
制
御
が
困
難
で
あ
り
、
生
産
者
補
償
を
伴

わ
な
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
疾
病
制
御
が

大
量
淘
汰
の
代
わ
り
に
必
要
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

　
今
後
（
2
0
0
6
～
2
0
0
8
年
の
３
年

間
）
　
の
対
策
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会

福
祉
調
整
省
は
、
家
き
ん
お
よ
び
人
へ
の
伝

染
予
防
監
視
や
疾
病
制
御
の
た
め
の
対
策
の

ほ
か
、
技
術
研
修
な
ど
に
よ
る
担
当
者
の
能

力
向
上
対
策
、
公
衆
へ
の
危
険
性
の
周
知
な

ど
1
0
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
タ
イ
と
異
な
り
小
規

模
の
庭
先
養
鶏
が
多
く
、
輸
出
も
ほ
と
ん
ど

行
っ
て
い
な
い
た
め
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
広
範

に
行
わ
れ
て
い
る
。
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ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
政
府
が
と
っ
た
主
な

措
置
と
し
て
は
、
殺
処
分
と
農
家
へ
の
補
償

が
あ
る
。
農
家
へ
の
補
償
に
つ
い
て
は
2
0

0
4
年
に
殺
処
分
し
た
家
き
ん
１
匹
当
た
り

５
、
０
０
０
ド
ン
の
補
償
金
が
出
さ
れ
、
処

分
に
関
わ
る
一
切
の
費
用
（
検
査
診
断
設
備
、

化
学
物
質
、
防
虫
剤
、
人
件
費
等
）
は
地
方

政
府
の
予
算
か
ら
拠
出
し
、
農
家
個
人
の
負

担
は
な
い
。
さ
ら
に
2
0
0
5
年
６
月
か
ら

は
、
2
0
0
4
年
1
2
月
１
日
ま
で
遡
っ
て
殺

処
分
し
た
家
き
ん
１
羽
当
た
り
の
補
償
金
が

１
５
、
０
０
０
ド
ン
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
処

分
に
関
わ
る
費
用
も
中
央
政
府
が
5
0
％
負
担

　
（
国
境
地
域
は
１
０
０
％
）
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
2
0
0
5
年
一
１
１
一
月
か
ら
は
、
家
き
ん

生
産
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
（
大
規
模
経
営
へ

の
集
約
）
政
策
の
一
環
と
し
て
小
規
模
家
き

ん
農
家
を
淘
汰
す
る
目
的
で
、
発
症
し
て
い

な
い
家
き
ん
に
つ
い
て
も
農
家
が
自
主
的
に

処
分
し
た
場
合
、
１
羽
当
た
り
１
０
、
０
０

０
ド
ン
の
補
償
金
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た

　
家
き
ん
の
移
動
統
制
、
水
き
ん
孵
化
の
一

時
的
禁
止
措
置
が
執
ら
れ
た
。
発
生
地
に
お

け
る
家
き
ん
の
加
工
お
よ
び
販
売
を
禁
止
す

る
と
と
も
に
、
家
き
ん
お
よ
び
飼
料
の
未
発

生
地
区
へ
の
搬
入
に
関
し
て
も
厳
重
に
検
疫

し
た
も
の
の
み
を
許
可
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
輸
出
入
の
検
疫
も
強
化
さ
れ
、
中
国
か

ら
の
ウ
イ
ル
ス
侵
入
を
防
御
す
る
た
め
に
2

0
0
6
年
９
月
に
動
物
検
疫
所
の
再
編
が
行

わ
れ
た
。
農
業
農
村
開
発
省
は
、
2
0
0
5

年
２
月
９
日
か
ら
６
月
3
0
日
ま
で
の
期
間
、

水
き
ん
お
よ
び
ウ
ズ
ラ
を
飼
養
す
る
農
家
に

卵
孵
化
お
よ
び
新
規
の
飼
養
の
一
時
的
禁
止

を
命
じ
た
。
ま
た
対
応
期
間
終
了
後
に
飼
養

を
再
開
す
る
た
め
に
、
中
央
レ
ベ
ル
で
は
農

業
農
村
開
発
省
に
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
各
省

農
業
局
に
種
鳥
を
保
管
す
る
こ
と
を
命
じ
て

い
る
。

　
家
き
ん
生
産
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
と
し
て

は
、
未
発
生
地
区
に
お
け
る
家
き
ん
の
屠
殺

に
関
し
て
は
、
小
規
模
農
家
は
そ
の
飼
養
現

場
で
、
大
規
模
農
家
・
農
園
は
省
家
畜
衛
生

担
当
部
局
の
検
疫
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
。
衛
生
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
に

政
府
は
、
各
地
方
省
人
民
委
員
会
に
分
散
し

て
い
る
屠
殺
場
を
集
中
さ
せ
る
た
め
の
施
策

　
（
補
助
金
拠
出
な
ど
）
を
取
る
よ
う
に
指
示

を
出
し
た
。
さ
ら
に
、
家
き
ん
生
産
を
大
規

模
農
家
・
農
園
に
集
中
さ
せ
る
た
め
に
、
小

規
模
家
き
ん
農
家
の
他
の
生
産
部
門
へ
の
転

換
に
対
し
て
補
助
金
を
拠
出
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
こ
れ
は
特
に
家
き
ん
と
人
間
が
集

積
す
る
大
都
市
か
ら
重
点
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
総
合
的
な
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
計
画
策
定
を
各
省
に
命

じ
、
首
都
ハ
ノ
イ
ー
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を
は
じ

め
と
す
る
大
都
市
に
お
け
る
家
き
ん
飼
養
の

禁
止
と
小
規
模
販
売
業
者
や
屠
殺
業
者
に
対

し
て
の
他
業
種
へ
の
転
換
促
進
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
防
止
の
た
め
の
衛
生
管
理
か
ら
始
ま
っ

た
畜
産
業
へ
の
政
策
は
、
家
き
ん
生
産
シ
ス

テ
ム
全
体
の
再
構
築
へ
と
進
ん
で
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
農
業
農
村

開
発
省
は
、
家
き
ん
類
（
す
べ
て
の
種
鳥
お

よ
び
生
育
7
0
日
以
上
の
肥
育
用
鶏
）
　
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
決
定
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

北
部
で
ナ
ム
デ
ィ
ン
、
南
部
で
テ
ィ
エ
ン
ザ

ン
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
に
指
定
し
、
両
省
で

は
８
月
１
～
1
5
日
と
８
月
2
5
日
～
９
月
1
0
日

の
２
回
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
行
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
そ
の
他
の
省
で
1
0
月
１
～
1
5

日
と
1
0
月
2
5
日
～
1
1
1
1
一
月
1
0
日
に
接
種
を
行
う

こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き

1
-
Ｈ
月
ま
で
の
間
に
全
国
6
4
省
中
4
9
省
で
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
実
行
さ
れ
た
。
ま
た
2
0
0

5
年
1
2
月
ま
で
に
全
国
の
地
方
省
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
開
始
さ
れ
た
。

　
政
府
の
金
融
対
策
と
し
て
は
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
被
害
を
受
け
た
家
き
ん
農
家
の

銀
行
融
資
返
済
の
１
年
間
猶
予
を
決
め
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
政
策
以
外
に
は
、
国
民
へ
の

注
意
喚
起
、
診
断
・
調
査
研
究
能
力
の
向
上

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
家
き
ん
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
防
止
の
た
め
の
国
家
指
導
委
員
会
」

が
発
足
し
、
「
Ｈ
５
Ｎ
Ｉ
家
き
ん
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
感
染
お
よ
び
ヒ
ト
ヘ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
感
染
発
生
に
際
し
て
の
緊
急
行
動
計
画
」

を
策
定
し
た
。
こ
れ
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
「
世

界
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
事
前
対
策
計
画
」
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
が
定
義
す
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的

感
染
爆
発
）
警
報
フ
ェ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
、

ベ
ト
ナ
ム
で
起
こ
り
う
る
シ
ナ
リ
オ
を
想
定

し
、
そ
の
対
策
を
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
取
っ
て
き
た
対

策
は
、
主
に
畜
産
の
衛
生
管
理
に
関
わ
る
対

策
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
緊
急
行
動
計
画
で
は

重
点
は
人
間
へ
の
感
染
防
止
に
移
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
す
で
に
感
染
者
数
が
世
界
最
多
の

ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
喫
緊
の
問
題
で
あ

り
、
人
間
へ
の
治
療
薬
オ
セ
ル
タ
ミ
ブ
ル
（
商

品
名
「
タ
ミ
フ
ル
」
）
3
0
万
人
分
（
３
０
０

万
錠
）
の
備
蓄
策
が
す
で
に
取
ら
れ
て
い
る
。

緊
急
行
動
計
画
で
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
に

は
数
百
万
人
が
感
染
し
、
人
目
（
ベ
ト
ナ
ム

全
体
で
は
約
8
0
0
0
万
人
）
の
２
～
４
％

が
死
亡
す
る
と
い
う
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
も
想

定
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
2
0
0
5
年
‥
1
1
1
1
一
月

７
日
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
ス
イ
ス
の
ロ
シ
ュ

社
（
オ
セ
ル
タ
ミ
ブ
ル
は
世
界
で
同
社
し
か

製
造
し
て
い
な
い
）
か
ら
タ
ミ
フ
ル
と
同
成

分
の
薬
剤
製
造
に
関
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
を
世

界
で
初
め
て
取
得
し
、
一
方
で
同
社
に
2
5

0
0
万
錠
の
タ
ミ
フ
ル
を
発
注
し
た
。

　
中
国
政
府
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ヘ
の
対

応
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
緊
急
措
置
が
と

ら
れ
た
。

①
伝
染
病
源
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
、
追
跡
調
査
を
実
施
し
て
病
源
を
特
定
す

る
（
病
源
分
析
）
。
②
発
生
地
点
か
ら
半
径
３

キ
ロ
以
内
を
防
疫
区
と
し
、
防
疫
区
か
ら
さ

ら
に
５
キ
ロ
ま
で
の
地
域
を
危
険
区
と
す
る

（
区
画
設
定
）
。
③
防
疫
区
内
の
総
て
の
家
き

ん
を
殺
処
分
し
、
同
製
品
に
つ
い
て
も
国
家

標
準
に
基
づ
き
無
害
化
処
理
す
る
（
殺
処
分

実
施
）
。
①
防
疫
区
内
の
家
き
ん
排
泄
物
、

飼
料
、
汚
水
等
を
無
害
化
処
理
し
、
関
連
施

設
お
よ
び
車
両
等
を
消
毒
す
る
（
消
毒
お
よ

び
無
害
化
処
理
）
。
⑤
県
ク
ラ
ス
以
上
の
政

府
が
防
疫
区
の
封
鎖
を
決
定
し
、
防
疫
区
へ

の
家
き
ん
お
よ
び
同
製
品
の
搬
入
を
禁
止
す

る
（
封
鎖
措
置
）
。
⑥
危
険
区
の
家
き
ん
類
に

対
し
て
強
制
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
い
、

防
疫
カ
ル
テ
を
作
成
す
る
（
強
制
ワ
ク
チ
ン
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接
種
）
。
⑦
発
生
地
点
か
ら
半
径
１
３
キ
ロ

以
内
の
家
き
ん
お
よ
び
同
製
品
の
交
易
市
場

を
閉
鎖
す
る
（
市
場
閉
鎖
）
。
⑧
防
疫
措
置
に

お
い
て
、
家
き
ん
に
接
触
し
た
人
員
お
よ
び

同
関
連
人
員
に
つ
い
て
防
護
措
置
を
実
施
す

る
（
関
係
人
員
の
保
護
）
。
⑨
防
疫
区
に
お
い

て
規
定
処
置
後
、
2
1
日
間
の
観
察
期
間
を
経

て
も
新
た
な
発
生
が
な
い
場
合
、
当
地
の
畜

牧
獣
医
行
政
部
門
は
封
鎖
解
除
の
手
続
き
を

行
う
（
封
鎖
解
除
）
。

　
ま
た
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
な
施
策
が
取
ら
れ
た
。

①
全
面
的
防
疫
措
置
と
し
て
国
庫
負
担
に
よ

る
全
国
の
家
き
ん
す
べ
て
に
強
制
的
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
実
施
し
た
。
②
疾
病
発
生
監
視

測
定
予
察
措
置
の
実
施
と
い
う
こ
と
で
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
地
域
、
野
鳥
生
息
地

域
、
国
境
地
域
等
に
お
い
て
、
重
点
的
な
観

測
態
勢
を
構
築
し
た
。
③
検
疫
管
理
監
督
体

制
の
強
化
と
し
て
、
動
物
と
そ
の
製
品
に
対

し
て
、
厳
格
な
産
地
検
疫
検
査
お
よ
び
屠
殺

検
疫
検
査
の
制
度
を
実
施
し
た
。
①
国
境
検

疫
措
置
の
強
化
を
行
い
、
輸
出
入
貨
物
と
旅

客
携
帯
物
お
よ
び
郵
便
物
の
検
疫
検
査
を
強

化
し
、
発
生
地
区
の
家
き
ん
類
お
よ
び
同
製

品
の
輸
出
入
を
厳
禁
し
た
。
⑤
家
き
ん
飼
養

方
法
転
換
の
推
進
を
行
い
、
家
き
ん
飼
育
方

法
の
標
準
化
を
促
進
し
た
。
⑥
防
疫
意
識
の

向
上
促
進
を
進
め
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

関
す
る
科
学
的
知
識
の
宣
伝
普
及
を
実
施
し

た
。
以
上
見
ら
れ
る
と
お
り
、
中
国
で
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
対
策
は
、
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ

の
米
確
定
時
と
確
定
時
に
分
け
て
体
系
化
さ

れ
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
未
確
定
時
の
対
応
と

し
て
は
、
①
地
元
地
域
の
獣
医
官
が
地
域
の

情
報
を
収
集
し
、
鳥
の
大
量
死
な
ど
を
発
見

し
た
ら
す
ぐ
に
県
の
主
任
獣
医
官
や
県
の
畜

産
技
官
に
知
ら
せ
る
。
②
報
告
を
受
け
た
ら

2
4
時
間
以
内
に
疾
病
検
査
官
を
連
れ
て
現
地

を
訪
問
し
、
調
査
を
開
始
す
る
。
③
調
査
内

容
を
畜
産
局
の
局
長
な
ど
に
報
告
す
る
。
④

感
染
の
疑
わ
れ
る
地
域
の
半
径
1
0
に
ｍ
以
内
を

警
戒
地
帯
と
し
、
そ
の
中
の
村
、
居
住
地
を

特
定
す
る
。
⑤
標
本
を
収
集
し
、
高
度
防
御

獣
疫
研
究
所
に
送
付
す
る
。
⑥
警
戒
地
帯
内

で
諸
制
限
を
課
す
。
⑦
警
戒
地
帯
内
の
詳
細

な
羽
数
を
調
査
す
る
。

　
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
確
定
時
の
対
応
と
し
て
は
、
①

感
染
地
域
（
～
３
に
ｍ
）
お
よ
び
監
視
地
域
（
３

～
1
0
㎞
）
に
つ
い
て
宣
言
を
す
る
。
②
畜
産

部
長
が
州
政
府
や
中
央
政
府
の
畜
産
関
係
者

な
ど
に
報
告
す
る
。
③
県
の
主
任
獣
医
官
、

畜
産
技
官
が
現
地
を
監
督
す
る
。
①
家
き
ん

や
人
、
車
両
の
移
動
制
限
、
市
場
お
よ
び
店

舗
の
閉
鎖
を
実
施
す
る
。
⑤
感
染
地
域
に
お

け
る
家
き
ん
の
処
分
や
、
処
分
可
能
な
設
備

の
処
分
を
開
始
す
る
。
⑥
処
分
不
可
能
な
設

備
の
消
毒
を
開
始
す
る
。
⑦
保
健
当
局
に
報

告
す
る
。
⑧
移
動
の
制
限
な
ど
、
現
地
立
法

を
実
施
に
移
す
。
主
任
獣
医
官
、
畜
産
技
官
、

自
治
体
に
権
限
を
与
え
る
。
⑨
業
者
と
農
家

と
の
情
報
交
換
を
促
進
す
る
。
⑩
政
府
広
報

官
が
状
況
を
説
明
す
る
。
⑩
処
分
さ
れ
た
家

き
ん
の
所
有
者
に
補
償
を
行
う
。
⑩
感
染
発

生
地
か
ら
３
ｋ
ｍ
以
内
の
家
き
ん
の
所
有
者

に
補
償
を
行
う
（
場
合
に
よ
っ
て
）
。
⑩
バ
イ

オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
徹
底
す
る
。
⑩
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
。
⑩
監
視
を
継
続
す
る
。

⑩
社
会
的
認
識
を
喚
起
す
る
。
以
上
の
よ
う

な
手
順
を
踏
ん
で
実
際
の
対
策
が
行
わ
れ
て

き
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
し
て
は
家
き
ん
用

の
ワ
ク
チ
ン
と
共
に
人
間
用
の
タ
ミ
フ
ル
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
の
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
応
は
、
迅
速
徹
底
し
た
行
動
が

見
ら
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
疾
病
は
終
息
し

た
状
況
に
あ
る
。

　
補
償
制
度
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な

対
応
策
に
基
づ
い
て
実
行
さ
れ
て
い
る
が
、

詳
細
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
く
、
ほ
ぼ
同
じ

補
償
率
で
補
償
が
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
だ
が
、

養
鶏
場
と
庭
先
養
鶏
の
比
率
が
不
明
な
た
め
、

経
営
形
態
に
よ
っ
て
補
償
額
に
差
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
不
明
確
で
あ
る
。
政
府
は
満
遍

な
く
補
償
し
た
と
主
張
し
て
い
る
が
、
実
際

は
、
特
に
資
力
の
な
い
庭
先
養
鶏
農
家
は
受

け
た
補
償
で
は
被
害
額
全
部
を
補
償
で
き
る

状
況
に
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

５
　
ま
と
め

　
現
在
、
人
獣
共
通
感
染
症
の
中
で
最
も
世

界
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
、
発
生
源
と
見
ら
れ
て
い
る

ア
ジ
ア
地
域
に
つ
い
て
、
そ
の
中
で
も
特
に

重
要
視
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
５
力
国
を
選

ん
で
説
明
を
行
っ
た
。
国
ご
と
に
状
況
の
違

い
が
あ
り
、
対
応
策
で
も
微
妙
に
重
点
の
置

き
方
に
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
全
体
に
わ
た

っ
て
、
農
業
を
中
心
に
経
済
に
影
響
を
お
よ

ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、
人
命
に
関
わ
る
と
い

う
こ
と
で
、
危
機
意
識
が
大
き
く
、
積
極
的

な
対
応
が
見
ら
れ
る
。
人
へ
の
感
染
が
起
こ

っ
た
場
合
に
は
、
タ
ミ
フ
ル
の
よ
う
な
薬
剤

使
用
は
避
け
ら
れ
ず
、
そ
の
蓄
積
は
各
国
に

と
っ
て
不
可
欠
な
対
応
策
と
な
っ
て
い
る
。

鳥
へ
の
ワ
ク
チ
ン
使
用
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
の
受
け
取
り
方
も
あ
る
の
で
鶏
肉
や
鶏
加

工
品
の
輸
出
国
に
と
っ
て
は
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
が
あ
る
。

　
日
本
や
韓
国
で
は
、
一
時
は
沈
静
化
し
た

と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
昨
年
末
か
ら
、
韓
国
、

日
本
の
順
で
再
度
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
感
染
が
確
認

さ
れ
、
迅
速
な
対
応
が
迫
ら
れ
た
。
現
在
は

沈
静
化
し
て
、
正
常
化
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ

て
い
る
が
、
感
染
の
形
態
か
ら
見
て
今
後
も

監
視
の
目
を
光
ら
せ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。
国
境
措
置
の
厳

格
化
で
感
染
を
防
ご
う
と
い
う
政
策
は
多
く

の
国
で
採
ら
れ
て
い
る
が
、
渡
り
鳥
に
よ
る

感
染
に
つ
い
て
は
、
家
き
ん
の
飼
養
形
態
の

改
善
等
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
点
で
他
の
感
染
症
以
上
に
防
疫
の
難
し
さ

が
あ
る
。

　
以
上
概
括
し
た
よ
う
に
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
影
響
が
及
ぶ
範
囲
は
広
範
に
わ
た
っ

て
お
り
、
対
応
策
も
多
面
的
に
組
み
立
て
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
ま
さ
に
国

際
的
な
影
響
力
を
持
つ
疾
病
と
い
え
る
。

【
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